
































































































































































































































































































































































































È±¶年 È±·年 È±¸年 È±¹・²°・²±年
第Ⅰ期
基盤づくり
第Ⅱ期
充実期
第Ⅲ期
発展期 （第　二　期）
第一期：基盤づくり・充実期（終了）　　    　 第二期：発展期（継続中）
図ᴮ　仙台市不登校支援ネットワークの展開と位置づけ
表ᴯ．平成±·年度の仙台市不登校支援ネットワークの参加団体
市民団体
仙台シニアネットクラブ
エルネット仙台
ミューズネットワーク仙台
情報のあんこ
動物介在活動ボランティアＡキューブ
あかねグループ
くりこま高原自然学校
民間企業
ハリウコミュニケーションズ株式会社
デンコードー
バディ・コミュニケーション株式会社
シャープシステムプロダクト株式会社
ＮＴＴドコモ東北
ＮＴＴ－ＭＥ東北
ＮＴＴ東日本
マイクロソフト株式会社
スカイ株式会社
ジャストシステム
橙企業株式会社オレンジフィールド
大学 宮城教育大学東北福祉大学
協力団体
仙台市ＰＴＡ協議会
日本教育工学振興会
全国適応教室連絡協議会
学校と地域の融合教育研究会
ハートフルサポーター
（参照：仙台市適応指導センター・仙台市不登校支援ネットワーク『報告書』²°°¶）
表ᴮ．平成±¶年度の仙台市不登校支援ネットワークの参加団体
市民団体
仙台シニアネットクラブ
エルネット仙台
ミューズネットワーク仙台
情報のあんこ
動物介在活動ボランティアＡキューブ
民間企業
ハリウコミュニケーションズ株式会社
デンコードー
バディ・コミュニケーション株式会社
シャープシステムプロダクト株式会社
ＮＴＴドコモ東北
ＮＴＴ－ＭＥ東北
東日本電信電話株式会社
マイクロソフト株式会社
スカイ株式会社
ジャストシステム
大学 宮城教育大学東北福祉大学
協力団体 仙台市ＰＴＡ協議会日本教育工学振興会
（参照：仙台市適応指導センター・仙台市不登校支援ネットワーク『報告書』²°°µ）
　以上の仙台市不登校支援ネットワークの年度経過を
図ᴮに整理して示した。
⑷　仙台市不登校支援ネットワークの組織
　仙台市不登校支援ネットワークの報告書（仙台市適
応指導センター・仙台市不登校支援ネットワーク、
²°°µ、²°°¶、²°°·）の内容を基に、発足時とそれ以降
の参加団体を、ボランティア団体・民間企業・大学及
び協力団体に分けて表ᴮ・表ᴯ・表ᴰに示した。年度
を追うごとに参加団体が増えていることがわかる。ボ
ランティア団体は、自然体験活動やパソコン教室など
を通した教育的支援や交流体験活動等を行なってい
る。民間企業は、情報機器等のハード面を専門とする
企業や学習支援ソフト等のソフト面を専門とする企業
等が多いことが特徴である。大学は研究・学術支援の
役割を担った。仙台市内の教員によるボランティア組
織である「ハートフルサポーター」は、発足時には参
加団体として記載されていないが、自然体験活動等の
取り組みにおいて初年度から支援活動を開始してい
る。
⑸　仙台市不登校支援ネットワークの活動内容
　仙台市不登校支援ネットワークの活動内容は多岐に
わたっており、各種の催しや研修会・講座、自然体験
活動、職場見学や職場体験等の社会体験活動、研究支
援活動、広報活動、ＩＴ学習支援活動などが挙げられ
る。平成±¶年度から±¸年度までのᴰ年間の活動内容に
ついて、仙台市不登校支援ネットワークの報告書（仙
台市適応指導センター・仙台市不登校支援ネットワー
ク、²°°µ、²°°¶、²°°·）の内容を基に編集・整理して、
表ᴱ・表ᴲ・表ᴳにまとめた。年度を追うごとに活動
内容が拡大していることがわかる。
ᴱ．考　察
⑴　不登校のとらえ方と地域連携事業について
　不登校が注目された初期には「学校恐怖症」という
呼び名が使用されることが多かったが、その後「登校
拒否」、「不登校」と呼び方が変化してきたことは周知
のとおりである。これは、不登校を少数のケースに限
定される特殊なものとする見方から、誰にでも起こり
得るという一般化した見方へと、とらえ方が変化して
きたことを反映している。こうした背景には不登校児
ᴪ²±±ᴪ
スクールカウンセリングの創造⑹
表ᴰ．平成±¸年度の仙台市不登校支援ネットワークの参加団体
市民団体
仙台シニアネットクラブ
エルネット仙台
ミューズネットワーク仙台
情報のあんこ
動物介在活動ボランティアＡキューブ
あかねグループ
くりこま高原自然学校
民間企業
ハリウコミュニケーションズ株式会社
デンコードー
バディ・コミュニケーション株式会社
シャープシステムプロダクト株式会社
ＮＴＴドコモ東北
ドコモシステムエンジニアリング東北
ＮＴＴ東日本
ＩＢＭ
マイクロソフト株式会社
スカイ株式会社
ジャストシステム
橙企業株式会社オレンジフィールド
大学 宮城教育大学東北福祉大学
協力団体
仙台市ＰＴＡ協議会
日本教育工学振興会
全国適応教室連絡協議会
学校と地域の融合教育研究会
ハートフルサポーター
（参照：仙台市適応指導センター・仙台市不登校支援ネットワーク『報告書』²°°·）
童生徒数の増加があり、いじめや社会的ひきこもり
（斎藤、±¹¹¸）なども不登校と関連させて論じられる
ことが多くなった。本論ᴯ⑵で紹介したように、国が
示した「不登校に対する基本的な考え方」では、「不
登校を心の問題としてだけでなく進路の問題ととらえ
て」対応することが求められている。すなわち、不登
校を社会的自立に向けた成長・発達過程に起こる学校
適応や社会適応と関連させながら、より広い視点から
とらえる見方である。不登校は学校だけの課題ではな
く、社会全体に関わる課題であるととらえる見方の広
がりによって、地域社会における教育支援の現代的課
題として、あらためて不登校が浮かび上がったといえ
よう。
　社会的自立に向けた成長・発達の過程、あるいは適
応過程の課題として不登校をとらえたとき、本人と交
流する地域社会の人々との関わりの重要性は言うまで
もない。不登校という課題を地域社会へ開いて、理解
と支援の基盤を固めてゆくために、地域社会で課題を
共有化することが求められている。それは同時に、不
登校に限らない学校の諸課題を地域社会で共有して取
り組むことにつながるのであり、そこから児童生徒・
家庭－学校－地域の連携構造が生まれてゆくことが期
待されている。その意味で、地域住民と一緒に子育て
や教育に取り組むという時代の要請に、不登校支援に
おける地域連携活動は率先して取り組んでいると見な
すことができよう。
⑵　地域連携事業の構造について
　不登校対策における地域連携事業について、本論で
は国のＳＳＮ整備事業の概要を述べ、その具体的な実
践例として広域ＳＳＣとしての宮城県の取り組みに触
れ、地域ＳＳＣとしての仙台市の取り組みについて詳
ᴪ²±²ᴪ
宮城教育大学紀要　第´²巻　²°°·
表ᴲ　平成±·年度の仙台市不登校支援ネットワークの活動内容
領　　域 活　　動　　内　　容
運営活動
運営会議（ᴲ¯²°，ᴯ¯ᴶ）
ハートフルサポーター発足式（ᴲ¯²¸）
活動報告会（±²¯±±）
ボランティア活動 動物介在活動（ᴳ¯²¸，±°¯²µ，±±¯ᴴ，ᴮ¯³°，ᴯ¯²¸）ギター鑑賞会（ᴯ¯²°）
自然体験活動 沢どあそべんちゃー éî 大倉（ᴴ¯³°）雪どあそべんちゃー éî 大倉（ᴯ¯ᴱ）
研修会活動
ボランティア養成講座（ᴳ¯ᴱ，±°¯²¹）
ワーキング会議（ᴴ¯²²，ᴶ¯ᴲ，ᴮ¯²³）
パソコン研修会（ᴵ¯ᴶ，ᴵ¯²´，±²¯±µ・±¶）
保護者対象パソコン研修会（ᴵ¯²·）
ケータイ安全教室（ᴮ¯±³）
研究活動 公開研究会「子どもの成長と不登校支援」（±±¯±¹）
その他の活動 ÉÔソフト等の提供・活用支援，ÉÔ機器設置等の支援，広報支援
（注：平成±·年度仙台市不登校支援ネットワーク報告書の内容を基に編集，括弧内は日付）
表ᴱ　平成±¶年度の仙台市不登校支援ネットワークの活動内容
領　　域 活　　動　　内　　容
運営活動 運営会議（ᴲ¯²·，ᴯ¯ᴮ）活動報告会（±±¯²¶）
ボランティア活動 動物介在活動（ᴶ¯ᴱ，±±¯ᴯ，ᴮ¯²°）
自然体験活動 山どあそべんちゃー éî 大倉（ᴶ¯±¸）雪どあそべんちゃー éî 大倉（ᴯ¯±±）
研修会活動
ボランティア研修会（ᴳ¯±¹，±±¯ᴳ）
ÉÔメール相談研修会（±°¯ᴶ）
パソコン研修会（±²¯±¶・±·）
母親のためのパソコン研修会（ᴯ¯²¶）
研究活動 公開研究会「スクールカウンセリングにおける学校・生徒支援の取り組み」（±²¯ᴱ）
その他の活動 ÉÔソフト等の提供・活用支援，ÉÔ機器設置等の支援，広報支援
（注：平成±¶年度仙台市不登校支援ネットワーク報告書の内容を基に編集，括弧内は日付）
しく紹介した。ＳＳＮ整備事業における広域ＳＳＣと
地域ＳＳＣは、事業の構造や役割の面から異なる部分
が大きく、一律に比較して論じることができない。地
域連携と言った場合、地域の範囲や連携の対象をどの
レベルに設定するかで、取り組みの内容も変わってく
る。広域ＳＳＣと地域ＳＳＣはその点でうまく役割分
担をしなければならないが、その際、事業としての連
携の取り組みを現実的な地域事情とどのように整合さ
せ、結合させてゆくかが大きな課題であると思われ
る。
　不登校をめぐる地域連携事業は、関係諸機関や団体
のレベルだけでなく、個人の顔が見える市民レベルに
まで連携の内実を深く浸透させる必要がある。不登校
支援は究極のところ、個々人が直接触れ合う機会を通
して、その働きかけが具体化・実体化されるからであ
る。むしろ話の順序は逆であるとも言え、地域の基盤
的要件として日常的な市民レベルの交流・連携活動が
元々存在しなければ、機関連携を含む地域連携事業の
取り組みは空回りする懸念がある。日常的な市民レベ
ルの交流・連携活動とは、個々の顔が見え、等身大の
生活感情を背景とした住民の意識や期待と融合した継
続的・持続的な活動のことであり、参加やアクセスの
容易さ、身軽さなども副次的な要件となる。つまり、
地域連携事業は、個人・家庭のレベルから団体・機関
のレベルまで、幅広い活動や交流のスペクトルを含む
ことを理解した上で、日常的な市民生活と違和感なく
溶け合う形で実施・運営されることが重要である。同
時に不登校支援は、他の教育的支援や心理的支援と同
様に、個人のライフスタイルや心情、プライバシー等
に配慮しなければならない取り組みであり、参加する
にあたっては相当の心構えや責任、見識が求められ
る。それらに留意しながら連携支援の輪を広げる必要
があるのであり、それが不登校支援における地域連携
事業の成果を左右する大きな要件ではないかと考え
る。
⑶　仙台市不登校支援ネットワークについて
　仙台市不登校支援ネットワークの立ち上げと活動の
経緯を追ってみると、既存の市民レベルのボランティ
ア活動や教育支援の交流・連携活動が存在しており、
それらと教育委員会との個人的・組織的つながりを通
しながら、いわばボトムアップ式に支援のネットワー
クが構築されていった面がうかがえる。その意味で、
組織や活動内容は当初から多面的・多層的であり、国
ᴪ²±³ᴪ
スクールカウンセリングの創造⑹
表ᴳ　平成±¸年度の仙台市不登校支援ネットワークの活動内容
領　　域 活　　動　　内　　容
運営活動
運営会議（ᴲ¯²²，ᴯ¯ᴳ）
ハートフルサポーター発足式（ᴲ¯²·）
大倉ふるさとセンターオープン式（ᴴ¯ᴮ）
活動報告会（±²¯ᴶ）
ボランティア活動
プロ野球観戦（ᴴ¯±¶，ᴵ¯ᴳ）
動物介在活動（ᴶ¯²µ，±°¯²µ，±±¯²²，±²¯±³，ᴮ¯³±，ᴯ¯²¸）
音楽鑑賞会（ᴮ¯±¹）
絵画指導（ᴯ¯²¸）
自然体験活動
ドコモ大和松倉の森自然体験（ᴳᴰ）
山どあそべんちゃー éî 大倉（±°¯²±）
雪どあそべんちゃー éî 大倉（ᴯ¯±°）
研修会活動
ボランティア養成講座（ᴳ¯±·，±°¯²¸）
ワーキング会議（ᴴ¯ᴳ，ᴶ¯²¸）
パソコン研修会（ᴶ¯ᴴ～ᴶ¯²¶，±²¯±±～±²¯±µ）
幼稚園・保育所体験（±°月～±²月）
職場体験（±±¯±·，±²¯ᴮ）
職場見学（±²¯ᴲ，±²¯ᴵ，±²¯±µ）
ケータイ安全教室（ᴮ¯±¹）
保護者対象パソコン研修会（ᴯ¯²´）
研究活動 公開研究会「不登校と軽度発達障害」（±±¯±¸）宮城教育大学ÅÓÄ・ÒÃÅフォーラム「仙台市と連携した適応支援教育の取り組み」（±±¯²¹）
相談活動 進路相談会（±²¯ᴶ）
その他の活動 ÉÔソフト等の提供・活用支援
（注：平成±¸年度仙台市不登校支援ネットワーク報告書の内容を基に編集，括弧内は日付）
のＳＳＮ整備事業への対応だけを目的としてトップダ
ウン式に組織されたものでないことがわかる。そこに
地域ＳＳＣの役割を越えた仙台市不登校支援ネット
ワークの性格がうかがえる。仙台市という大規模都市
がもつ地域の人材や社会的資源が、そうした企画や事
業を可能にしたとも考えられるが、本来的にはそうし
た地域特性を生かした地域連携事業が求められている
わけであり、仙台市不登校支援ネットワークはそれを
実現化した一つのモデルと考えることができよう。
　活動内容で目立つのはＩＴ関連のものである。民間
企業からＩＴ機器の整備や学習支援ソフト等の提供が
あり、ボランティア団体によるパソコン教室の開催等
も活発に行なわれている。不登校支援ではＩＴ機器を
利用した学習支援や交流支援が求められているが、そ
れを可能にする環境整備には多額の費用と人手がかか
る。それを民間企業からの支援という形で実現を図っ
ているところが、仙台市不登校支援ネットワークの特
徴と考えられる。地域貢献活動に力を入れているＩＴ
関連企業が仙台市内にあり、日頃から教育委員会関連
の諸事業を通じて人的・組織的交流があったことが、
そうした民間企業の協力を可能にしたと考えられる。
　研究・学術支援の役割として仙台市内のᴯつの大学
が参加している。筆者が所属する宮城教育大学では、
従来から宮城県と仙台市の教育委員会の職員を客員ス
タッフとして招き、適応支援教育に関する研究活動を
行なってきた経緯がある。仙台市不登校支援ネット
ワークも適応支援教育の重要な課題と位置づけ、当初
から意見交換を行ってきたものであり、自然な流れで
仙台市不登校支援ネットワークの構成メンバーとして
合流・参加することになった。その活動の一環とし
て、宮城教育大学・仙台市教育委員会・仙台市不登校
支援ネットワークの共催の形で、不登校支援に関する
公開研究会（研究フォーラム）を毎年開催してきたと
ころである。また、仙台市不登校支援ネットワークの
事務局となっている仙台市適応指導センター（児遊の
杜）では適応指導に関する研究開発プロジェクトを進
めており、筆者も研究協力者として参加の機会を与え
ていただいている。そうした活動も不登校支援の趣旨
や活動と深い関連性をもっており、地域連携事業の多
面性・多層性に通じると考えている。
⑷　今後の課題
　不登校支援における地域連携事業として実施された
ＳＳＮ整備事業は平成±¸年度（²°°¶年度）で終了した。
そこで推進された地域連携がどのように根付き、発展
してゆくかが今後の課題となる。仙台市不登校支援
ネットワークが平成±¸年度（²°°¶年度）までのᴰ年間
を第一期（基盤づくり・充実期）と位置づけ、平成±¹
年度（²°°·年度）からのᴰ年間を第二期（発展期）と
位置づけて、活動を継続することにしたのは、その意
味で重要な決定であったと考えられる。
　これまで見てきたとおり、仙台市不登校支援ネット
ワークは、国の地域連携事業と重ね合わせながら、独
自の構想の下に企画・運営されてきた事業である。そ
こでは既存の地元のボランティア団体や民間企業等と
のつながりを基盤としていることが特徴である。地域
に根づいた人的資源や社会的資源の存在が、仙台市不
登校支援ネットワークの継続的活動を可能としてお
り、そうした地域の特性や資源が地域連携事業の推進
や持続性の大きな要件であると考えられる。言い換え
れば、地域連携事業は地域によって内容に差を生じる
可能性があるのであり、地域連携の掛け声があって
も、実情によっては事業展開が困難な地域もあると予
想される。仙台市不登校支援ネットワークは多くのボ
ランティア団体や企業、大学等が集中する仙台市の地
域特性に支えられた事業である。その内容は地域連携
事業の一つの先進的モデルと見なすことができるが、
どこにでも応用・汎化できるモデルとはいえないだろ
う。今後は、それぞれの地域における人的・社会的資
源を生かした多様な連携の形態や内容を検討・工夫し
てゆく必要がある。
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